
香焼図書館だより
長崎市香焼町1070-32
TEL/095-871-1438

12/16(土)クリスマス会開催

新刊・新着図書案内

1月は40冊の新刊が入りました！
その他の新刊はホームページ
新刊案内をご覧ください。

■ こちらの貸出券で市内５9施設の図書室の本が10冊まで、2週間借りられ

どこででも返せます。（ＣＤ ・ ＤＶＤ等は除きます）
取り寄せもできますので、どうぞご利用ください。

くじゅう連山四季の絶景登山ルート 西日本新聞社 西日本新聞社

脂肪肝の人のための食品成分BOOK 栗原　毅 日本文芸社

貧乏ピッツァ ヤマザキ　マリ 新潮社

ラストエンペラー 楡　周平 KADOKAWA

墓じまいラプソディ 垣谷　美雨 朝日新聞出版

トヨトミの世襲 梶山　三郎 小学館

アナグマの森へ アンソニー・マゴ―ワン 徳間書店

ステーき はらぺこめがね 小学館

みんなのいえ たしろ　ちさと 文溪堂
パパはたいちょうさんわたしはガイドさん ゴンサロ・モウレ PHP研究所

カリコ博士のノーベル賞物語 メーガン・ホイト 中央公論新社

ことちゃんとこねこ 堀本　裕樹 ほるぷ出版
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今月の図書館の行事

※次回のおはなし会は3月 2日(土)予定

※申込不要
お気軽に
どうぞ！

午前１０時３０分～午前１１時００分
場所：香焼図書館 子供コーナー

「香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん」
による絵本の読み聞かせです。

おはなし会
2月 3日（土）

2月 図書館カレンダー

チェロ奏者 片田尚孝さん
人形遣い 吉田妙子さん

香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん

今年は人形劇が図書館にやってきました。動く
人形を見て不思議そうに見ている子ども達。初
めて見る人形劇は、チェロの生演奏もありまし
た。だるまちゃんのいろいろなおはなしもあり、
楽しいクリスマス会でした。

サンタさんからの
プレゼント



わたしのおすすめ絵本

『龍』

辰年スタートにちなんで、龍の絵本です。
龍の強くて荒々しいイメージは、表紙から裏切られます。とても気が弱くて人嫌いな龍の子

三太郎が、ある出来事をきっかけに「龍神様」とたてまつられてしまうユニークなお話です。
龍は想像上の生きもので、実際に目にしたことがないのに、私たちはごく自然にその姿を思

い浮かべることができます。からだの長さは山をふた巻きするくらいもあり、雲を呼び風を起
こし天を駆けることができるという龍。
ところが、このお話の龍の子三太郎は、とても気が弱く、いつもいつも沼の底でじいっとと

ぐろを巻き、いきをころして、人に見つからないようにそっと暮らしていました。胸の中の空
気を入れかえるのは真夜中。父親の龍大王にうんざりされて、どじょうと思われようと三太郎
はおかまいなし。ある夜、とうとう村人に見つかってしまいました。さあ～それからというも
の沼のまわりは見物人や店でいっぱいになり、三太郎のつく溜息のおおきなあぶくに大騒ぎ。
気の弱い三太郎は何日も沼の底でくすぶりつづけ、胸の中の空気も入れかえできず、すっかり
元気をなくしてしまいました。人の気配が感じられなくなった数日後、ものすごい勢いで沼の
底から飛びだしました。それは思いがけず百姓を助け、「龍神様」とたてまつられる現象を巻
き起こしたのです。その後、相変わらず沼の底で暮らす三太郎ですが、人に見つかりたくない
という思いは少し違ってきたようです。
三太郎の気の弱さの表現が、とてもおかしくて楽しめました。愛嬌ある顔も子どもにもうけ

ると思います。約20年前に出版された絵本で、中学1年の教科書にも載っていたようです。
「・・・らしさ」という枠にとらわれず「自分らしく」のテーマも読み取りました。
辰年の特徴は、活力旺盛になって、形を整えていくようです。絵本との出会いもその一つに

なればいいですね。

香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん 柴田 愛子

今江祥智／文
田島征三／絵

BL出版

香焼図書館X（旧twitter）フォローしてね！

★香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん
子どもの本を楽しみながら

各地でおはなし会を開催
代表：島内 小延子

香焼図書館㏋ 図書館公式X（旧twitter）

絵本が好き！読み聞かせにご興味のある方は図書館まで。

利用者のご要望に応じ、初めてCDが入りました。

CD入りました


